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背 景  

  1998年8月、文部省の国際学術研究で人類学者に同行して北ケニアのレンディーレ族の部落に3週間住み込

む機会があった。この時はスケジュールの関係でケニア山（Mt Kenya, 5199m 現地語ではキリニャガKirinyaga—

輝く山—と呼ぶ）の麓を通過しただけであったが、2年後の2000年11月に登るチャンスが訪れた。 

  ケニア山は非常に古い火山なので（350万年と言われている）、見事な氷河地形が山の周囲に発達している。

おまけに赤道直下（30km南）で氷河が現存することで有名である。しかも、この氷河がものすごいスピードで後退

しているという。アプローチは西側からの、ナロ・モル・ルートを選び、調査日をとって 2000年11月6日—13日の6泊

7日の日程を組んだ（地図）。一般の登山者は3泊4日の予定で登る。健脚で高度順化ができていれば、2泊3日で

登るのも可能である。1949年、ケニア国立公園に指定。1978年、世界自然遺産に登録。 

 

行程と調査 

初日（11月6日）： 1980ｍのナロ・モル・リバー・ロッジから3050ｍのメット・ステイションまで、ガイドと3人のポーター

と一緒に車で行く。ここではスイスのグループが気象観測を行っていて、名前の由来はこれにある。ここから3400

−3500ｍぐらいまで高度順応歩きをする。 

 

2日目（11月7日）； 尾根沿いに登り4200ｍにあるテレキ・ロッジ （通称マッキンダー・キャンプ）に行く。最初は景

色が変わり映しない単調な登りであるが、下部は竹林、そして広葉樹林、ジャイアント・ヘザー、最上部はグランド

セル（セネシオ）という植生の変化が見事である。上部に行くと左手に横断面が幅広いU字のテレキ谷が見えるよ

うになり、ケニア山がその奥に聳える（写真１）。この日は、オランダ人3人（男2人、女１，50−60才代）も登った。ロッ

ジはテレキ谷の中の大きなモレインの上にあり、24人分のバンク・ベッドがある部屋が3つある。管理人が常駐して

おり、きれいなトイレが完備し、シャワーを浴びる囲いもある。ついてしばらくしたら高度の影響で軽い頭痛が襲っ

てきた。ケニア山での炊事は全てラジウスであった。 

 

3日目（11月８日）:  通常の登山者は朝早く出て、レナナ峰（4985ｍ）で日の出を見てその日のうちにメット・ステイ

ションまで下る。しかし、私は氷河と地形を見ることが大きな目的なので、隣の谷にあるホーネル湖へ行った（写真

２）。 訪れる人がほとんどいない静かな所で、湖の周りには構造土が認められた。堰き止めているモレインはいつ

のものだろうか。ケニア山の周り、標高4000−4500ｍぐらいのところには湖が多く分布し、ターン（tarn）と呼ばれる。

これは学術用語で、通常はカール（圏谷）底にできた池・湖を指す。谷頭のカール地形は溶岩層の影響で階段

状のいびつな形状になっているのが特徴的で、見事なU字型の谷とコントラストをなしている。テレキ谷を隔てて

いる尾根からはケニア山最大のルイス氷河、ティンダール氷河、ダーウィン氷河、ダイアモンド氷河などが目の前

に見えた(写真３)。 

 

4日目（11月9日）： 山の北側にあるカミ小屋に半日かけて行った。いくつものターンを見て、ジョーゼフ氷河、セ

サール氷河の末端の写真を撮り、モレインを確認しながら行った。ジョーゼフ氷河はほとんど消滅していた。途中、

イスラエルから岩登りに来た若者3人組に会う。カミ小屋には単独のドイツ人がガイドとポーター1人を連れて居た。

標高4450ｍなので時々ボーとしたが、大丈夫であった。カミ・ターンはノーゼイ氷河の小氷期よりも古いモレインで

堰き止められている。ここから氷河自体は見えないが、グレゴリー氷河とクラプフ氷河のモレインが遠望できる。翌

日は暗いうちに通過するので、写真を撮りに行き観察した。 

 

5日目(11月10日)： お茶とビスケットで４時前にガイドと2人で出た。ポーター達はもと来た道を引き返す。外へ出

ると雨である。今まで雨期にも拘わらず晴れていたのに、登頂の日に限って雨とは！真っ暗やみの中を歩きだす。 
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高度が上がるにつれ寒くなり、4700？ｍぐらいから雪になった。道は雨が凍ってつるつるになっている。滑ったら

20〜100ｍぐらい落ちそうなところはいくらでもあるので少し緊張する。レナナ峰の頂上手前で下山してくるドイツ

人とすれ違ったが、彼はストックを持っていなかったので苦労して降りていた。６時40分に頂上についたが、横殴

りの雪で何も見えない。もちろん私たちだけである。時々、ガスが晴れ、ルイス氷河を挟んで目の前のネリオン

（5188ｍ）が見え隠れする。気温は—５℃ぐらいだろうか。かろうじて登頂の写真を撮ると、そこそこにオーストリア小

屋を目指して下りた（写真４＆５）。 

 

  小屋には昨日出会ったイスラエル人のパーティとアメリカ人・イギリス人の2人のパーティが岩登りのために天

気待ちしていた。我々もしばらく天気待ちして、9時半過ぎにアイゼンをはいてルイス氷河をトラバースして対岸へ

渡った。パタゴニアの大きな氷河を見慣れていると、これは氷河というよりは、日本で見る5月の大きな雪渓という

印象を持つ。氷河上を末端まで下り（写真６）、ルイス・ターンを経て、小氷期？（19世紀？）の大きなラテラル・モレ

イン（写真７） 沿いに下り、テレキ・ロッジへ昼過ぎに戻った。誰もいない。昼寝をしてお茶に起きたら雨が降ってい

る。上部は雪だ。夕方4人（女性1人）が登ってきた。ケニア山の氷河はキリマンジャロの氷河とは形態が全くことな

り、中緯度に分布する氷河と同じである。消耗機構が異なるからであろう。 

 

6日目（11月11日）： ティンダール氷河と（下部）ダーウィン氷河を見に行った。ティンダール・ターンはその礫の

新鮮さから、19世紀のモレインに堰止められたものであろうか。HKと書いた測量基準点をいくつか見かけたが、か

なり古く、研究者の名前は思いあたらなかった。いずれの氷河も後退が著しく、特に（下部）ダーウィン氷河はこの

ままでは10年—20年後に完全になくなるのではないかと思える程、貧弱になっている。岸壁基部に高さ30ｍぐらい、

幅100ｍぐらいの氷の塊がべったりと張り付いているだけで、氷の断面が露出していなければ、単なる雪崩のデブ

リがたまった雪渓にしか見えない（写真８）。 （上部）ダーウィン氷河はすでに氷河の体をなしていない。目の前に

ザイルが垂れ下がっていた。2年前、ドイツ人がアプザイレンで墜落死したという。そのザイルと救助用であった。 

  このように限られた日程ではあったが、見たい氷河は一応見て、末端の写真を撮影し、一応の成果を挙げた。

この次来るときは本当のピーク、バティアンに登りたいものだと思いながら、2日かけてのんびりと下山した（12日メ

ット・ステイション、13日にナロ・モロ）。 

 

エピローグ 

  ケニア山のポーター達は、私がキリマンジャロにも登ったと言うと、必ずケニア山とどちらがいい山か、と聞いた。

やはりアフリカ最高峰の称号を持つキリマンジャロを意識しているのだろう。私がケニア山に登る前、ガイドは、標

高は低いけれど山としてはケニア山のほうが立派だ、と言っていた。周りに1週間滞在し、眺めて登ってみると、私

も、山としてはケニア山の方が魅力あると思う。しかし、最高峰のバティアンに登るのは、技術的に相当難しく、山

全体で100人近い遭難者を出している。アフリカの魔の山と言えるだろう。日本の立山と剣の関係みたいなものだ

ろうか。 

  私がレナナ峰に登った日から午前中の天気が崩れ始めた。翌日（11日）は強風と雪の中、スコットランド人4人

が出かけた。ストックを持っていたので登頂できたが、道が凍っていて怖かったと口々に言っていた。この日は10

時頃からは快晴になった。12日は風はなかったが、午前中は天気が悪く4300ｍより上は雪であった。この日、中

国人の傭兵数人とドイツ人1人が行ったが、彼らはストックを持っていなかったので、頂上に行けなかった。 

  レナナ峰に登るのには、足下は底がしっかりしたスニーカー、または布製の軽登山靴で十分である。ガレ場、

ザレ場、湿地があるのでスパッツは役に立つ。マッキンダー・キャンプは朝、霜が降りて凍る。それほど寒くは感じ

なかったが、快適に過ごすにはしっかりした防寒具とシュラフは必要である。最後にポーター達が全てのゴミをメッ

ト・ステイションまで持ち帰ったのが印象に残った。 

 


